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岳
南
会
会
長

高
見
澤
俊
雄

 

（
51
回
）

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
空
前
の

快
挙
を
喜
ぶ
と
共
に
、
本
会
が
築
き
上

げ
て
き
た
人
材
輩
出
の
歴
史
に
想
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
端
緒
は
、
大
正
八
年
、

第
三
代
校
長
・
与
良
熊
太
郎
先
生
が
、

在
校
生
に
「
訓
話
要
項
」
を
与
え
て
生

徒
の
本
分
を
説
き
、
併
せ
て
、
先
輩
た

る
人
材
多
き
地
に
後
輩
の
人
材
出
ず
る

と
し
て
、
後
進
は
先
輩
を
推
し
、
先
輩

は
後
進
を
援
く
主
旨
を
以
て
「
推
援

会
」
な
る
講
演
会
を
企
画
・
開
催
し
た

こ
と
に
因
り
、
今
な
お
、
そ
の
伝
統
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
成
果
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

卒
業
六
十
周
年
記
念
の
会
で
は
、
求

め
ら
れ
て
、
右
の
よ
う
な
『
岳
南
会
〈

現
在
・
過
去
・
未
来
〉
』
の
話
柄
を
提

供
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
少
子
化
が
続
く
中
、
母

　

謹
賀
新
年

　

本
年
度
も
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
は

学
校
に
対
し
て
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と

く
に
昨
秋
に
は
、
岳
南
会
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ

学
校
長西

沢　

宏

　

結
（
ゆ
い
）

く
班
活
動
を
中
心
に
大
い
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
卒

業
30
・
50
・
60
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目

を
迎
え
た
同
窓
生
の
皆
様
や
、
岳
南
会

戦
没
者
等
慰
霊
碑
護
持
会
の
皆
様
か
ら

も
、
様
々
な
形
で
学
校
へ
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
七
月
に
宇
宙
に
飛
び

立
っ
た
本
校
卒
業
生
油
井
亀
美
也
飛
行

士
の
活
躍
は
、
本
校
生
や
同
窓
生
の
み

な
ら
ず
、
多
く
の
日
本
人
に
勇
気
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
実
は
、
偶

然
に
も
、
今
年
度
の
生
徒
会
が
掲
げ
て

い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
結
（
ゆ
い
）」

だ
っ
た
の
で
す
。
今
の
若
者
た
ち
は
、

と
く
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、「
仲
間

と
つ
な
が
り
た
い
」「
地
域
と
つ
な
が

り
、
被
災
地
と
つ
な
が
り
た
い
」
そ
し

て
「
世
界
と
つ
な
が
り
た
い
」
と
い
う

思
い
が
、
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
見
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒

達
が
「
結
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ん
だ

の
も
そ
の
表
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
九
月
末
に
本
校
も
会
場
と
し
て

行
わ
れ
た
油
井
さ
ん
と
の
交
信
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
八
百
名
を
超
え
る
地
域
の
皆

様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
会
の

諸
君
も
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

油
井
さ
ん
の
活
躍
は
、
本
校
と
地
域
を
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校
・
岳
南
会
の
将
来
の
在
り
方
と
対
応

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
左
記
、
岳
南
会
の
対
応

必
須
事
項
に
特
段
の
進
捗
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

⑴
長
野
県
高
校
第
二
次
再
編
対
応

　

⑵
進
路
実
現
維
持
向
上
へ
の
対
応　

　
　
（
中
高
一
貫
教
育
導
入
の
検
討
）

　

⑶ 

岳
南
会
活
動
協
力
金
の
納
入
に
よ

る
母
校
へ
の
支
援
強
化

　

た
だ
、
昨
年
、
平
成
二
十
七
年
度
、

少
子
化
の
影
響
は
、
一
学
級
・
生
徒
四

十
名
減
と
な
っ
て
表
れ
ま
し
た
。
と
は

云
え
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
希
望

は
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
奮
闘
の
〈

桜
の
戦
士
〉
（
桜
は
我
が
校
章
で
す
）

に
倣
っ
て
、
右
の
対
応
必
須
事
項
の
具

現
化
を
目
標
に
、
〈
岳
南
Ｗ
Ａ
Ｙ
〉
を

邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

岳
南
Ｗ
Ａ
Ｙ
を
進
ま
む

　

頌
春

  

岳
南
会
創
設
（
明
治
三
十
九
年
）
以

来
百
十
年
、
平
成
二
十
八
年
の
新
年
を

寿
ぎ
な
が
ら
、
ま
ず
も
っ
て
、
会
員
諸

氏
の
日
頃
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

文
化
は
物
事
を
形
而
上
的
に
考
え
る

土
壌
か
ら
生
れ
る
と
云
い
ま
す
。

　

過
般
、
十
月
、
我
が
卒
業
六
十
周
年

記
念
の
催
し
で
母
校
を
訪
問
、
岳
南
会

館
及
び
授
業
見
学
を
し
た
際
、
玄
関
脇

に
、「
祝
・
本
校
先
輩
・
油
井
亀
美
也

宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
！
」
の
垂
れ
幕
が
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つ
な
ぐ
架
橋
と
な
り
、
在
校
生
の
夢
や

希
望
が
世
界
と
も
つ
な
が
る
瞬
間
だ
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

野
沢
北
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
な
が
ら
世
界

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
、
そ

ん
な
学
校
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
引
き
続

き
ご
支
援
並
び
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
27
年
総
会
報
告

　

総
会
は
、
恒
例
の
一
月
五
日
、
佐

久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
冒

頭
挨
拶
で
は
高
見
澤
俊
雄
会
長
よ
り
、

昨
冬
の
菊
池
萌
水
選
手
（
一
〇
八
回

生
・
南
相
木
）
ソ
チ
冬
季
五
輪
・
ス

ケ
ー
ト
競
技
参
加
に
続
き
、
今
年
五

月
末
、
油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士

（
八
四
回
生
・
川
上
）
に
よ
る
ロ
シ

ア
か
ら
宇
宙
へ
初
飛
行
予
定
の
快
挙

へ
の
賛
辞
が
述
べ
ら
れ
、
岳
南
会
員

も
共
に
各
自
の
場
で
充
実
飛
翔
し
た

い
も
の
と
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

　

母
校
近
況
報
告
で
は
、
西
沢
宏
校

長
が
感
冒
の
た
め
、
新
海
節
生
教
頭

よ
り
、
年
末
に
出
さ
れ
た
中
教
審
報

告
を
念
頭
に
、
予
定
さ
れ
て
い
る
セ

ン
タ
ー
試
験
改
定
へ
の
対
応
及
び
少

子
化
に
伴
う
今
年
四
月
か
ら
の
学
級

数
減
（
学
年
六
学
級
が
五
学
級
に
）

へ
の
対
応
の
必
要
が
話
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
本
部
役
員
の
留
任

（
任
期
二
年
）、
会
務
報
告
と
計
画
案

及
び
会
計
決
算
と
予
算
案
が
上
程
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
に
あ
た
り
、
会
長
よ
り

特
に
発
言
が
あ
り
、
生
徒
数
減
の
た

め
の
岳
南
会
会
計
で
の
収
入
不
足
対

応
が
喫
緊
課
題
と
訴
え
が
あ
っ
た
。

  

総
会
に
続
く
記
念
講
演
は
、
井
出

千
束
京
都
大
学
名
誉
教
授
（
56
回

生
・
畑
八
）
に
よ
り
、『
再
生
医
療

の
目
指
す
も
の
』
の
演
題
で
、
最
先

端
医
療
技
術
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

て
の
解
説
が
明
快
で
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
母
校
吹
奏
楽
班
に
よ
る

演
奏
を
聴
き
、
参
会
者
に
よ
る
「
校

歌
」
及
び
「
学
生
歌
」
の
大
合
唱
が

な
さ
れ
、
百
三
十
余
名
参
加
で
盛
会

の
新
年
懇
親
会
と
な
り
交
歓
し
た
。

  

本
校
卒
業
生
の
油
井
亀
美
也
さ
ん

は
、
平
成
24
年
10
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
第
44

次
／
第
45
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ
ラ

イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
任
命
さ
れ
、
昨

年
７
月
23
日
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
長
期
滞

在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
人
と
し
て
は
10
人
目
の

宇
宙
飛
行
士
で
す
。

　

５
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
折
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
中
沢
孝
氏
を
お
招
き
し
て

「
日
本
の
宇
宙
開
発
と
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
油

井
さ
ん
か
ら
高
校
生
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
油
井
さ
ん
と
の
交
信

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
本
校
体
育
館
で

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
会

場
に
な
り
、
川
上
中
学
校
で
の
直
接

交
信
に
本
校
か
ら
も
藤
原
勇
人
君
達

が
参
加
し
ま
し
た
。

   

私
は
亀
美
也
さ
ん
と
同
じ
川
上
村

出
身
で
す
。
亀
美
也
さ
ん
ほ
ど
宇
宙

や
星
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
訳
で
は

な
い
で
す
が
、
時
々
川
上
村
で
星
空

を
見
上
げ
ま
す
。
星
に
関
す
る
知
識

が
乏
し
い
私
で
も
、
川
上
村
の
星
空

が
魅
力
的
だ
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に

分
か
り
ま
す
。
特
に
、
冬
に
見
え
る

と
て
も
大
き
な
オ
リ
オ
ン
座
は
、
私

達
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
き
っ
と
亀

美
也
さ
ん
も
、
私
達
が
見
て
い
る
の

と
変
わ
ら
な
い
視
界
を
遮
る
も
の
が

何
も
な
い
川
上
村
の
空
を
子
供
時
代

に
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
亀
美
也
さ
ん
が
、
宇
宙
で

私
達
と
交
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
私
が
最
も

驚
い
た
こ
と
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
宇
宙
ゴ

ミ
を
避
け
る
た
め
に
軌
道
を
変
え
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
以
前
、
中
沢

さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
以
来
不
思
議

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
も
ゴ

ミ
も
秒
速
約
８
キ
ロ
と
い
う
超
高
速

で
飛
行
し
て
い
て
、
レ
ー
ダ
ー
で
ゴ

ミ
を
見
つ
け
て
軌
道
を
変
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
よ
り

も
小
さ
く
、
戦
闘
機
で
も
か
な
り
難

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
困
難
な
作
業
を
難
な
く
こ
な
す

宇
宙
飛
行
士
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
関
わ
る

方
々
の
技
術
の
高
さ
に
も
驚
き
ま
し

た
。
今
ま
で
と
て
も
遠
く
だ
と
思
っ

て
い
た
宇
宙
が
、
今
回
の
交
信
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
少
し
近
く
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
達

に
宇
宙
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
話
を

　野沢北高校の皆さん。勉強、生徒会、クラブ活動等に毎
日忙しい事と思います。どんな事でも、好きな事を見つけ
て、それに打ち込めるという事は素晴らしい事だと思い
ます。“ 好き ” と言うことは、それだけで一つの才能です。
好きと言う気持ちを大切にして、毎日努力を継続すれば、
将来それは大きな力になると思いますよ。他方で、今皆さ
んがやらなければいけない事の中には、苦手な物もあるん
じゃないですか？そんな時は、まずそれを好きになる方法
を考える事も大切ですよ。好きになれば、努力を継続する
事もそんなに大変に感じませんからね。
　例えば、私が宇宙に行くためには、ロシア語の習得が必
須でした。それは、ソユーズというロシアの宇宙船で宇宙
へ行くからです。私が 40 歳でロシア語を始めた時は、ロ
シア語が苦手で授業が苦痛でしたが、友達とロシア語で
メールやスカイプをする楽しみを見つけてからは、勉強が
楽しくなって、毎日勉強を継続できました。歳を取ると物
覚えも悪くなり、語学の上達スピードは落ちます。残念な
がら、これは事実です。ロシア語を勉強し始めた頃、ロシ
ア語の上手な先輩飛行士から「10 年間勉強すればロシア語
が上手く話せる様になる！」と言われて、気が遠くなりま
した。でも、ロシア語を好きになって、毎日休まずロシア
語を勉強した結果、5年間でその方より上達した自信があ
ります。語学習得の能力が半分でも、他の人より 4倍努力
すれば、結果的に 2倍のスピードで能力を向上させる事が
出来るんですよ！
　私の話を聞いて、「うわーっ！ 4倍の努力って…それは
いくら何でも難しいだろう…無理だろう…」と思った方は
居ませんか？それは既に、心の限界に囚われています。私
の場合、自分の能力の “ 物理的な限界 ” は、常に自分が心
の中で勝手に決めてしまった “ 心理的な限界 ” を超えたと
ころにありました。心の限界を取り払って、自分の能力を
100％発揮する為には、“ 好き ” と言う気持ちを大切にして、
努力を継続する事です。
　私は “ 宇宙が好き ” と言う気持ちをず～っと大切にし、
日々努力をして 45 歳にしてようやく夢を実現させつつあ
ります。皆さんの人生はまだ始まったばかりです。今の成
績が良い悪い等と言う、初期の能力差に殆ど意味はありま
せん。「目標を定め、その為に今しなければならない事を
見極め、それを好きになって努力を継続する！」それが私
の成功の秘訣です。
　先輩ということで、少し偉そうな事を言いましたが、私
も常に悩み苦しんでいます。私は、ツイッターでいつも皆
さんにメッセージを送ったり、時には弱音を吐いたりして
います。私も皆さんを励ますようなメッセージを送るよう
に努めますので、私が挫けそうな時は、声援をお願いしま
す。お互い励まし合いながら頑張りましょう！
 野沢北高校卒業生　JAXA 宇宙飛行士　油井 亀美也　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
り
、
ス
タ
ー
が
来

た
か
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
に
大
勢
の

人
を
集
め
た
亀
美
也
さ
ん
の
偉
大
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
よ
う
な
偉
大
な
先
輩
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

好
き
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
日
々
邁
進
し

て
い
き
た
い
で
す
。
夢
を
叶
え
る
た

め
に
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
辛
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
亀
美
也
さ
ん
の
よ
う

に
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
中
年
の
星
で
あ
り
、
川

上
村
の
星
で
あ
り
、
野
沢
北
高
校
の

星
で
あ
る
油
井
亀
美
也
さ
ん
を
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

油
井
亀
美
也
さ
ん

　
　
　
宇
宙
で
活
躍

　

星

 

三
年　

藤
原　

勇
人

油井亀美也さんからのメッセージ
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今
回
、
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、
高
校

時
代
を
振
り
返
る
機
会
が
得
ら
れ
た

こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

　

私
は
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
長
野

県
警
察
官
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
実

は
、
高
校
三
年
の
頃
に
は
刑
事
に
な

ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
警
察
官

で
あ
っ
た
兄
の
背
中
と
、
変
化
の
あ

る
生
き
方
を
望
ん
だ
自
分
の
思
い
、

そ
し
て
当
時
の
社
会
事
象
に
大
き
く

影
響
さ
れ
た
故
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
北
高
に
入
学
し
た
昭
和
四
五

年
、
70
年
安
保
改
定
の
年
で
し
た
。

前
年
に
あ
っ
た
東
京
大
学
安
田
講
堂

占
拠
事
件
を
始
め
、
在
学
中
に
は

『
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
』、
三

島
由
紀
夫
の
市
ヶ
谷
自
衛
隊
乱
入
・

割
腹
事
件
、
成
田
三
里
塚
闘
争
、
昭

和
四
七
年
二
月
の
連
合
赤
軍
『
あ
さ

ま
山
荘
事
件
』
等
、
社
会
基
盤
の
不

安
定
さ
と
時
代
の
空
気
が
共
鳴
し
、

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
反
響
す
る
よ

岳
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
mm

m
m

m
m

m
m

mm

m
m

m
m

m
m

う
な
事
件
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
劇
場
型
犯

罪
（
報
道
）
の
走
り
で
、
事
件
の
進

行
状
況
が
テ
レ
ビ
で
中
継
さ
れ
、
特

に
、『
あ
さ
ま
山
荘
事
件
』、
某
先
生

の
好
意
？
に
よ
り
、
授
業
中
、
テ
レ

ビ
に
釘
付
け
で
見
入
っ
て
い
た
こ
と

を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
極
め
つ
け
は
同
事
件
の
捜
査

か
ら
判
明
し
た
赤
軍
派
等
に
よ
る
同

志
に
対
す
る
総
括
、
連
続
リ
ン
チ
殺

人
事
件
で
し
た
。
思
想
を
求
め
た
は

ず
が
、
同
じ
思
想
の
小
集
団
ゆ
え
に

思
想
が
先
鋭
化
し
て
人
間
の
本
性
が

如
実
に
現
れ
て
行
き
着
い
た
結
果
に
、

私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
で
す
。

私
が
理
系
か
ら
法
学
部
に
進
路
を
変

え
る
理
由
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
二
七
年
三
月
、
三
五

年
余
の
多
く
を
刑
事
警
察
に
携
わ
り

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間

の
長
野
県
警
察
内
に
お
け
る
岳
南
会

の
集
い
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

私
が
警
察
内
部
に
岳
南
会
の
先
輩

が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
平
成

三
年
頃
、
先
輩
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。
私
が
拝

命
し
た
昭
和
五
四
年
当
時
の
岳
南
会

の
規
模
は
、
20
名
程
で
し
た
が
、
近

年
は
そ
の
三
倍
前
後
で
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

　

同
じ
学
舎
で
過
ご
し
た
と
い
う
共

通
の
思
い
か
ら
、
そ
の
後
、
年
一
、

二
回
、
長
野
で
集
ま
る
機
会
が
あ
り
、

部
内
の
階
級
に
関
わ
り
な
く
、
恩
師

の
こ
と
、
班
活
動
、
通
学
班
ご
と
の

大
食
会
、
応
援
団
活
動
の
話
な
ど
で

一
刻
を
過
ご
す
こ
と
が
楽
し
く
、
今

も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
私

自
身
は
仕
事
面
で
も
個
性
豊
か
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
富
ん
だ
先
輩
方

か
ら
大
い
な
る
薫
陶
を
い
た
だ
き
、

今
日
に
至
っ
た
わ
け
で
、
昨
年
九
月

に
は
、
長
野
地
区
居
住
の
警
察
官
Ｏ

Ｂ
に
よ
る
「
長
野
警
友
岳
南
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
職
員
の
岳
南
会
の
方
々

と
の
交
流
も
続
い
て
お
り
、
先
頃
の

集
い
で
は
、「
特
集
『
北
高
新
聞
が

あ
っ
た
』」
と
い
う
冊
子
を
い
た
だ

き
、
懐
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

人
生
起
承
転
結
。
人
生
百
歳
時
代

も
間
近
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
人
生
に
お
い
て
は
知
識
も
大

事
で
す
が
一
番
の
宝
は
『
経
験
』
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
々
、
新
た
な
宝
を

求
め
、
経
験
を
活
か
し
て
社
会
に
貢

献
い
て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
校
時
代
の
空
気
と

 

警
察
内
の
岳
南
会
の
集
い

　
　
前
長
野
県
警
刑
事
部
長

 

臼
田
勝
信（
69
回
）

　過ぐる大戦にて貴い命を捧げられた母校
の先輩達二三七柱の英霊の追悼式を、戦後
七十年を節目として休止することとし、代
議員会に報告、了承されました。
　休止にあたり護持会が管理していた残資
金を母校の生徒のために活用して頂くこと
が泉下の諸霊、また浄財を寄せて下さった
皆様も賛同頂けるものと、過日学校に贈呈
いたしました。

－

荻
原
邦
夫
氏
に
深
謝

－

御
芳
志
を
尊
し
と
拝
す

　

昨
年
六
月
初
日
、
大
阪
は
豊
中
市

に
お
住
ま
い
の
荻
原
邦
夫
氏
（
岳
南

56
回
生
・
野
沢
・
浅
間
商
事
代
表
）

よ
り
、
母
校
に
五
十
万
円
、
岳
南
会

に
五
十
万
円
の
計
百
万
円
の
御
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
か

ら
三
年
続
け
て
の
御
寄
附
で
、
合
計

三
百
万
円
の
御
芳
志
を
戴
い
た
こ
と

に
な
り
、
感
慨
無
量
の
思
い
で
す
。

　

氏
は
、
大
学
卒
業
後
、
数
年
の
会

社
勤
め
を
経
て
興
業
、
夫
人
と
共
に

奮
励
尽
力
し
て
成
功
、
社
会
人
と
し

て
公
私
に
亙
り
地
域
に
貢
献
さ
れ
、

今
尚
、
奉
仕
活
動
で
活
躍
中
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
盛
業
の
中
、
氏
は
自

ら
を
育
み
励
ま
し
て
く
れ
た
故
山
故

旧
へ
の
想
い
を
深
め
、
人
格
陶
冶
の

場
た
り
し
母
校
岳
南
会
へ
の
感
謝
の

お
気
持
を
、
今
回
、
数
次
に
亙
る
御

芳
志
で
お
示
し
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
氏
は
、
少
子
化
の
影
響

に
よ
り
岳
南
会
会
計
の
不
如
意
な
る

状
況
を
危
惧
さ
れ
、
岳
南
会
活
動
協

力
金
の
自
発
的
な
納
入
が
、
会
長
提

案
の
三
千
人
三
百
万
円
以
上
と
な
る

目
標
の
実
現
に
少
し
で
も
役
立
て
ば

と
の
思
い
を
籠
め
ら
れ
て
、
御
寄
贈

さ
れ
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

今
日
も
、
浅
岳
は
、
人
の
世
の
営

み
を
泰
然
と
眺
め
な
が
ら
励
ま
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

人
事
を
尽
く
し
応
え
る
所
存
で
す
。

 

（
会
長
謹
書
）

　

冠
省　

岳
南
会
収
入
は
、
毎
年
、

　

⑴
新
入
生
納
入　

一
万
一
千
円

　

⑵
卒
業
生
納
入　
　
　

五
千
円

　

⑶
先
輩
卒
業
生
協
力
金　

千
円

　

⑷
繰
越
金　

約
三
百
五
十
万
円

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
に

よ
る
一
学
級
（
四
十
名
）
減
の
た
め
、

今
年
度
四
十
四
万
円
、
二
年
後
か
ら

は
、
毎
年
六
十
四
万
円
の
収
入
減
と

な
り
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
は
繰
越

金
も
底
を
つ
き
、
赤
字
会
計
に
な
る

も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
⑶
先
輩
卒
業
生
協
力
金
は
、

『
岳
南
会
会
員
名
簿
』
に
よ
り
全
国

一
万
五
千
人
の
会
員
に
『
岳
南
会

ニ
ュ
ー
ス
』
を
送
る
際
に
、
郵
便
振

込
用
紙
を
同
封
し
て
、
千
円
以
上
の

御
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

御
協
力
者
は
約
千
五
百
人
（
10
％
）

で
す
。
つ
い
て
は
、
赤
字
会
計
に
対

処
す
る
た
め
、
三
千
人
以
上
の
御
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
会
員
諸
兄
姉
の

ご
協
力
を
伏
し
て
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。 

（
岳
南
会
長 

高
見
澤
俊
雄
）

〈
岳
南
会
活
動
協
力
金
〉

納
入
へ
　
ご
助
力
を
！

岳南会戦没者等慰霊祭
「休止」のお知らせ

　今後は、役員のみで、木継正信 ( 岳南
58回 ) 氏を会長とし、今までの日時で碑
前に慰霊と恒久平和の祈念を続けます。
　尚、岳南会を代表し正副会長も参加する
とのことです。
 岳南会戦没者等慰霊碑護持会　
 会長　井出　公陽
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あ
の
頃
の
思
い
出

　
　

 

中
島　

俊
輔
（
73
回
卒
）

　

一
九
七
四
年
の
受
験
も
入
学
式
も
記
憶

か
ら
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

朧
げ
に
滲
み
出
す
よ
う
な
印
象
や
、
あ
り

あ
り
と
思
い
出
さ
れ
る
光
景
も
あ
る
。

　

地
理
の
市
川
義
人
先
生
は
長
身
、
グ

レ
ー
の
髪
を
流
れ
る
よ
う
に
分
け
て
、
銀

縁
眼
鏡
で
颯
爽
と
教
室
に
入
っ
て
き
た
。

北
高
で
教
師
を
し
て
い
た
父
と
は
社
会
科

研
究
室
の
同
僚
で
あ
り
、
戦
友
（
学
徒
動

員
、
セ
ブ
島
）
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
最

初
の
授
業
で
、
中
島
の
お
爺
さ
ん
は
畑
八

か
ら
歩
い
て
通
っ
た
の
だ
よ
、
と
い
き
な

り
言
わ
れ
、
ク
ラ
ス
に
笑
い
が
起
こ
っ
た

と
き
は
気
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
世
界
史
の

二
郎
の
息
子
が
入
っ
て
き
た
ら
し
い
と
、

上
級
生
が
様
子
を
見
に
来
る
こ
と
も
あ
り
、

「
二
郎
が
鉄
拳
制
裁
」
と
の
噂
を
聞
く
度

に
、
さ
て
お
返
し
が
こ
な
い
か
と
気
が
気

で
は
な
か
っ
た
。

　

殆
ど
初
対
面
の
人
ば
か
り
の
ク
ラ
ス
に

も
馴
染
む
頃
、
写
真
班
で
は
雲
の
上
の
よ

う
な
三
年
生
と
ど
こ
か
近
し
い
二
年
生
に

大
事
に
さ
れ
、
心
に
ゆ
と
り
も
出
て
き
た
。

応
援
練
習
で
叩
き
込
ま
れ
た
上
級
生
へ
の

絶
対
作
法
、
大
き
な
声
で
帽
子
と
っ
て
の

挨
拶
に
慣
れ
て
い
く
う
ち
、
一
見
怖
い
先

輩
で
も
一
線
は
越
え
な
い
の
だ
と
い
う
確

信
も
生
ま
れ
た
。

　

野
球
部
が
黒
澤
投
手
の
好
投
と
チ
ー
ム

堅
守
に
よ
り
県
大
会
で
丸
子
実
業
を
破
り

甲
子
園
初
出
場
を
果
た
し
た
の
も
こ
の
年
。

応
援
ツ
ア
ー
に
行
き
そ
び
れ
、
テ
レ
ビ
の

前
で
拳
握
っ
て
応
援
し
た
夏
。
佐
伯
鶴
城

に
破
れ
は
し
た
が
、
佐
久
の
鯉
太
郎
の
応

援
シ
ー
ン
は
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
小

柄
な
が
ら
強
い
意
志
を
感
じ
る
眉
目
の
黒

澤
投
手
は
じ
め
野
球
部
員
は
畏
敬
の
的

だ
っ
た
。
そ
の
後
も
六
大
学
野
球
の
結
果

欄
で
立
教
大
黒
澤
投
手
の
名
前
を
見
つ
け

る
と
、
心
が
躍
り
誇
ら
し
か
っ
た
。

　

伝
統
の
駅
伝
競
走
は
ク
ラ
ス
縦
割
り
対

抗
。
跡
部
、
桜
井
、
前
山
方
面
に
左
回
り

に
三
周
す
る
長
丁
場
、
自
分
は
二
周
目
の

最
終
区
で
、
前
山
か
ら
長
い
ダ
ラ
ダ
ラ
の

直
線
。
は
じ
め
遠
か
っ
た
四
組
小
山
君
の

背
中
を
追
い
、
校
門
前
で
迫
っ
た
が
、
振

り
向
い
た
彼
に
逃
げ
切
ら
れ
た
。
小
海
線

は
当
時
、
通
学
時
間
帯
は
四
両
編
成
、
紫

煙
の
中
の
他
校
生
と
一
緒
に
最
後
尾
に
い

る
彼
は
、
後
か
ら
乗
る
自
分
に
は
ち
ょ
っ

と
近
寄
り
が
た
か
っ
た
が
、
駅
伝
の
あ
と

良
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

班
室
は
、
校
舎
北
側
の
ク
リ
ー
ム
色
の

長
屋
に
社
研
、
技
研
や
英
語
班
な
ど
大
半

が
入
っ
て
い
た
が
、
わ
が
写
真
班
は
東
側

敷
地
隅
の
古
い
板
壁
瓦
葺
の
平
屋
に
吹
奏

楽
班
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
奥
が
暗
室
だ
っ

た
。
ベ
ニ
ヤ
板
の
床
と
壁
も
新
し
く
、
改

装
し
た
て
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
隣
で
は

い
つ
も
、
軽
井
沢
の
阿
部
君
が
ワ
イ
シ
ャ

ツ
の
袖
を
捲
り
上
げ
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を

吹
い
て
い
た
。
班
室
脇
の
生
垣
の
抜
け
穴

は
岳
南
堂
へ
の
近
道
、
弁
当
で
は
足
り
な

い
強
者
た
ち
が
当
時
流
行
り
始
め
た
カ
ッ

プ
麺
に
十
円
で
お
湯
を
入
れ
て
も
ら
い
、

校
舎
の
陰
に
し
ゃ
が
ん
で
食
べ
て
い
た
も

の
だ
。

　

柔
道
場
で
は
全
校
男
子
み
な
安
藤
先
生

に
基
本
の
「
擦
り
上
げ
擦
り
返
し
」
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
ど
っ
し
り
と
し
た

体
躯
に
温
厚
な
人
柄
が
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、

卒
業
後
、
自
動
車
事
故
の
訃
報
に
接
し
て

悲
し
か
っ
た
。
国
語
の
宮
澤
文
四
郎
先
生
、

物
理
の
関
口
直
度
先
生
、
体
育
の
竹
内
先

生
な
ど
も
古
株
で
別
格
の
存
在
だ
っ
た
。

竹
内
先
生
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ビ
ー
ト
ル
で
、

酩
酊
し
た
父
が
送
っ
て
も
ら
っ
て
来
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
文
四
郎
先
生
が

い
つ
も
上
機
嫌
で
同
乗
し
て
い
た
。「
竹

内
さ
ん
」
は
強
面
、
日
輪
祭
の
あ
と
先
輩

た
ち
と
花
月
に
入
り
込
み
ラ
ー
メ
ン
な
ど

食
べ
て
い
た
と
こ
ろ
に
踏
み
込
ま
れ
、
仁

王
立
ち
で
睨
み
つ
け
ら
れ
た
。
ぐ
る
り
と

見
回
し
「
タ
バ
コ
吸
っ
て
な
い
な
？
」
と

一
言
残
し
て
出
て
行
っ
た
背
中
を
ほ
っ
と

見
送
っ
た
。

　

化
学
の
塙
敬
順
先
生
に
は
教
わ
ら
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
写
真
班
の
顧
問
で
御
泉

水
自
然
園
に
合
宿
し
た
り
、
先
輩
に
つ
い

て
野
沢
の
洒
落
た
リ
ビ
ン
グ
の
御
宅
に
上

が
り
込
ん
だ
り
し
た
。

　

こ
ん
な
先
生
方
の
薫
陶
を
受
け
て
母
校

に
戻
っ
て
き
た
若
手
に
は
、
柔
和
な
担
任

の
体
育
の
市
川
正
人
先
生
、
ス
ケ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
三
連
覇
の
篠
原
み
よ
子
先
生

（
愛
称
み
よ
ち
ゃ
ん
）、
キ
リ
ッ
と
し
た
数

学
の
小
林
健
一
先
生
な
ど
が
い
た
。

　

漢
文
の
塩
野
統
美
先
生
は
当
時
ま
だ
お

若
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
老
成
し
た
雰
囲
気
、

黒
縁
眼
鏡
の
奥
に
ど
こ
か
悪
戯
っ
ぽ
い
眼

差
し
を
覗
か
せ
な
が
ら
淡
々
と
難
し
い
講

卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
開
催

　

さ
る
11
月
14
日
（
土
）
に
第
81
回
生
卒

業
30
周
年
記
念
同
窓
会
を
佐
久
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。
高
見
沢
岳
南

会
長
、
西
沢
校
長
先
生
、
高
見
沢
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
恩
師
で
あ
る
冨
田
隆
順
先
生
、
堀

内
文
武
先
生
、
仁
科
利
章
先
生
、
渡
辺
史

郎
先
生
、
堀
内
敏
治
先
生
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
我
々
同
級
生
は
１
２
０
名
と
盛
大

な
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。　

記
念
式
典

で
は
小
体
育
館
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を

寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
３
月
の
終
業
式
、

卒
業
式
に
間
に
合
う
よ
う
工
事
を
行
う
予

定
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
丙
午
生
ま
れ
で

他
の
学
年
と
比
べ
て
１
ク
ラ
ス
少
な
い
２

７
０
名
ほ
ど
で
す
が
、
多
く
の
方
に
ご
賛

同
を
い
た
だ
き
母
校
に
寄
贈
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
記
念
事
業
と
記
念
同
窓
会
が
当
校

の
伝
統
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
を
知
っ

た
の
は
数
年
前
。
誰
か
が
準
備
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
地

元
に
い
る
者
が
や
る
ん
だ
と
。
そ
ん
な
わ

け
で
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
実
行
委
員
を

や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
願
い
し
て
、

私
が
実
行
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月

会
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
名

簿
の
作
成
、
こ
れ
さ
え
出
来
れ
ば
半
分
終

わ
っ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
。
各
ク
ラ
ス
の

委
員
が
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
電
話
な
ど

を
し
て
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と

記
念
事
業
に
対
す
る
協
賛
金
の
お
願
い
と

同
窓
会
の
案
内
の
発
送
で
す
。
印
刷
し
た

も
の
を
実
行
委
員
み
ん
な
で
袋
づ
め
、
こ

ん
な
共
同
作
業
も
楽
し
く
行
え
ま
し
た
。

　

さ
て
記
念
式
典
・
同
窓
会
当
日
、
来
ま

し
た
来
ま
し
た
同
級
生
が
！
！
。
高
校
卒

業
以
来
30
年
ぶ
り
の
人
も
。
意
外
と
皆
さ

ん
見
か
け
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
記

念
式
典
が
終
わ
り
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
は

皆
さ
ん
料
理
を
食
べ
る
こ
と
も
忘
れ
て
話

し
込
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
の
思
い
出
は

も
ち
ろ
ん
、
30
年
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
今
は
ど
う
し
て
い
る
か
。
長
い
間

会
っ
て
い
な
く
て
も
親
し
く
話
せ
る
、
こ

ん
な
関
係
は
同
級
生
以
外
は
な
か
な
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
の
最
後
に
各

ク
ラ
ス
の
代
表
が
恩
師
へ
花
束
を
お
渡
し

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
の
一
言
が
一
言

で
終
わ
ら
な
い
…
。
み
ん
な
高
校
の
３
年

間
が
い
い
思
い
出
で
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
ホ
テ
ル
ナ
カ
ジ
マ

へ
場
所
を
移
し
て
の
２
次
会
に
も
１
０
０

名
近
く
来
て
い
た
だ
き
賑
や
か
で
し
た
。

２
次
会
の
後
は
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
３

次
会
と
長
い
夜
で
し
た
。

義
を
さ
れ
た
。
シ
ュ
ジ
ュ
カ
ク
タ
ク
ダ
デ

ン
、
な
ど
と
超
絶
難
解
な
文
章
は
音
だ
け

が
耳
に
残
っ
た
程
度
だ
が
、
後
に
中
国
語

を
学
び
、
彼
の
国
の
人
々
と
交
わ
る
よ
う

に
な
る
と
、
不
思
議
に
漢
文
の
一
節
が
出

て
き
て
大
い
に
役
立
っ
た
。

　

大
学
四
年
の
時
、
世
界
史
の
教
育
実
習

で
、
そ
の
三
年
前
に
他
界
し
た
父
の
い
た

研
究
室
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
一
学
期
で

範
囲
は
隋
唐
史
、
父
が
よ
く
口
ず
さ
ん
で

い
た
唐
・
孟
郊
の
「
登
科
後
」
を
板
書
し

て
中
国
語
で
読
ん
で
締
め
く
く
っ
た

*

春
風
に
意
を
得
て
馬
蹄
疾
く
、
一

日
に
看
尽
く
す
長
安
の
花 

。
夏
休
み
が

終
わ
る
頃
、
中
国
へ
の
留
学
が
決
ま
り
、

社
会
科
研
究
室
に
挨
拶
に
行
っ
た
。
進
路

を
先
延
ば
し
に
し
た
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
後

ろ
め
た
さ
を
、
先
生
方
の
祝
福
が
解
放
し

て
く
れ
た
。
廊
下
の
掲
示
板
に
、
当
時
は

ま
だ
珍
し
か
っ
た
「
中
国
へ
留
学
」
と
の

信
毎
の
切
り
抜
き
が
と
め
て
あ
り
、
本
校

卒
業
生
で
す
、
と
赤
鉛
筆
で
添
え
書
き
し

て
あ
っ
た
。

　

留
学
か
ら
戻
り
大
学
を
卒
業
後
、
結
局

教
師
の
道
に
は
進
ま
ず
、
中
国
と
の
経
済

交
流
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
先
輩
方

や
卒
業
生
に
出
会
い
、
励
ま
さ
れ
る
こ
と

少
な
く
な
い
。
野
沢
北
の
三
年
間
は
い
つ

も
懐
か
し
く
、
卒
業
以
来
一
度
も
会
っ
て

い
な
い
先
生
や
先
輩
、
友
は
当
時
の
ま
ま

の
姿
で
瞼
に
浮
か
ん
で
来
る
。
日
輪
は
天

に
輝
き
…
…

　

30
年
分
話
す
と
な
れ
ば
ま
っ
た
く
時
間

が
足
り
な
い
ん
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
同
じ

高
校
で
出
会
っ
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
と

思
え
る
、
そ
ん
な
同
級
生
と
の
再
会
は
楽

し
く
ま
た
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
我
々
も
も
う
50
歳
ま
じ
か
で
す
が
、

同
級
生
が
立
場
あ
る
役
割
を
持
っ
て
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
と
聞
け
ば
嬉
し
い
も
の

で
す
。
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
、
こ
れ
を
野
沢
北
高
校
の
伝
統
と
し

た
い
も
の
で
す
。
野
沢
北
高
等
学
校
同
窓

生
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。

 

（
実
行
委
員
長　

堀
内　

文
雄
）
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記
念
祝
賀
行
事 
開
催
！

　
　

　

団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
昭
和
21
〜
22

年
生
ま
れ
の
自
分
た
ち
で
す
が
、
早
、
来

年
は
古
希
を
迎
え
る
年
と
な
る
こ
と
に
は

驚
き
で
す
。

　

昭
和
40
年
春
、
卒
業
の
私
ど
も
も
、
昨

年
、
卒
業
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
１
９
６
５
年
と
言
え
ば
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
開
始
、
中
国
で
は
文
化
大
革
命

が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ
り
、
平
和
日
本
？

で
育
っ
た
自
分
達
が
、
希
望
に
胸
膨
ら
ま

せ
て
母
校
を
巣
立
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
生
、
総
勢
２
８
０
名
は
第
61
回
生

と
し
て
、
社
会
に
出
た
わ
け
で
す
が
、
30

年
前
に
、
そ
れ
ま
で
ク
ラ
ス
ご
と
、
仲
間

ご
と
や
っ
て
い
た
同
級
会
を
61
回
卒
同
窓

会
に
し
よ
う
…
と
言
う
こ
と
で
「
燦
然

会
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
お
気
づ
き
か
と

思
い
ま
す
が
、
校
歌
か
ら
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
卒
業
20
周
年
か
ら
五
年
に

一
回
、
地
元
佐
久
で
の
「
燦
然
会
」
を
、

又
そ
の
次
の
25
周
年
ま
で
の
中
間
に
、

「
東
京
燦
然
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、

多
く
の
仲
間
と
の
交
友
を
暖
め
て
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
特
に
卒
業
50
周
年
と
言
う
こ

と
で
、
同
窓
会
と
一
緒
に
、
卒
業
半
世
紀

の
記
念
事
業
と
し
て
、
母
校
へ
の
謝
恩
寄

付
を
考
え
よ
う
、
と
の
仲
間
か
ら
の
声
で
、

一
昨
年
よ
り
実
行
委
員
会
（
小
倉
博
会

長
）
を
立
ち
上
げ
、
各
ク
ラ
ス
よ
り
５
〜

６
名
の
幹
事
を
選
び
、
記
憶
に
残
る
式
典

　

私
達
「
五
一
岳
南
会
」（
岳
南
51
回
生
・

昭
和
30
年
卒
業
）
は
卒
業
六
十
周
年
を
記

念
し
て
祝
賀
行
事
を
企
画
、
昨
年
十
月
五

日
、
母
校
を
訪
問
し
、
校
内
を
散
策
、

「
祝
油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士
活
躍
！
」

の
垂
れ
幕
を
背
景
に
写
真
撮
影
、
岳
南
会

館
に
て
会
員
の
話
柄
を
聴
き
、
懐
か
し
の

授
業
を
見
学
し
て
往
時
を
偲
ん
だ
。

　

参
加
者
は
58
名
、
遠
く
は
大
阪
・
奈
良

か
ら
馳
せ
参
じ
た
が
、
当
時
27
名
在
籍
の

女
子
か
ら
の
参
加
は
５
名
で
時
の
流
れ
を

感
じ
た
。

　

祝
賀
会
は
「
ホ
テ
ル
一
萬
里
」
に
て
開

催
、
来
賓
と
し
て
は
、
恒
例
の
岳
南
会
長

挨
拶
は
会
長
が
同
学
年
の
会
員
の
た
め
、

特
に
西
沢
宏
学
校
長
を
お
招
き
し
て
、
御

祝
辞
共
々
母
校
の
現
状
を
お
聴
き
し
、
母

校
支
援
の
寸
志
を
差
し
上
げ
た
。

　

懇
親
の
席
で
は
、
乾
杯
の
挨
拶
を
、
黒

島
淳
子
氏
（
東
京
女
子
医
大
名
誉
教
授
）

に
お
願
い
し
、
女
性
活
用
の
範
た
り
得
た

と
自
負
し
て
い
る
。
ま
た
、
宴
の
中
で
は
、

六
ク
ラ
ス
あ
っ
た
組
毎
に
、
全
員
が
登
壇

し
て
、
担
任
の
想
い
出
共
々
、
ク
ラ
ス
紹

支
部
だ
よ
り

「
総
会
」

　

毎
年
一
月
に
開
催
、
事
業
報
告
や
会
計

報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
来
賓
に
岳
南
会
担
当
の
地
元

出
身
、
小
林
嘉
孝
先
生
を
お
迎
え
し
、
橋

場
・
洞
庭
春
に
て
行
っ
た
。
会
員
の
女
性

が
日
本
髪
、
着
物
姿
で
登
場
し
、
会
場
は

一
気
に
華
や
ぎ
、
和
気
藹
々
と
懇
親
会
が

進
め
ら
れ
た
。

　

会
場
に
は
中
込
支
部
旗
を
毎
年
掲
げ
て

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
旗
は
昭
和
四
十
九

年
夏
、
母
校
野
球
班
が
初
め
て
甲
子
園
に

出
場
を
決
め
た
快
挙
を
記
念
し
て
、
清
水

洋
太
郎
氏
や
小
林
晴
彦
氏
が
中
心
と
な
っ

中
込
支
部
（
主
な
行
事
）

て
作
成
さ
れ
、
甲
子
園
に
持
参
、
ス
タ
ン

ド
で
振
っ
て
応
援
し
た
と
い
う
、
由
緒
あ

る
旗
で
あ
る
。
こ
の
支
部
旗
を
見
る
た
び

に
、
母
校
野
球
班
が
再
び
甲
子
園
の
土
を

踏
む
こ
と
を
期
待
し
、
昭
和
四
十
九
年
の

時
の
よ
う
に
、
こ
の
旗
を
振
っ
て
、
母
校

に
声
援
を
送
り
た
い
も
の
と
、
会
員
一
同

で
念
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
北
高
新
入
生
を
励
ま
す
会
」

　

中
込
地
区
の
新
入
生
を
対
象
に
、
毎
年

五
月
に
行
っ
て
い
る
。

　

過
去
に
は
、
地
元
出
身
の
先
輩
、
柳
澤

徳
明
氏
（
元
屋
代
・
野
沢
南
校
長
）
や
加

藤
貴
昭
氏
（
北
高
野
球
班
出
身
、
現
慶
応

大
学
准
教
授
）、
ま
た
、
支
部
役
員
等
に

講
演
を
お
願
い
し
、
充
実
し
た
高
校
生
活

を
送
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
更
に
は
世

界
に
目
を
向
け
た
、
広
い
視
野
で
の
目
標

設
定
を
立
て
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
旨

に
な
る
べ
く
、
何
回
か
話
し
合
い
を
も
っ

て
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
11
月
７
日

（
土
）
に
、
ホ
テ
ル
一
萬
里
に
て
、
同
窓

生
１
０
５
名
、
ご
来
賓
と
し
て
、
西
沢
宏

学
校
長
、
恩
師
の
山
本
秀
行
先
生
、
竹
内

康
雄
先
生
の
御
臨
席
を
頂
き
、「
燦
然
会

50
周
年
記
念
式
典
」
を
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
で
に
、
30
名
の

仲
間
が
、
又
、
50
年
前
お
世
話
に
な
っ
た

多
く
の
恩
師
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
黙
祷

で
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
学
校
側
と
相
談
の
結
果
、

贈
呈
品
と
し
て
、
吹
奏
楽
班
に
「
シ
ロ

フ
ォ
ン
」、
校
庭
等
で
使
う
「
投
光
器
」、

図
書
館
へ
「
書
架
」、
生
徒
用
の
机
・
椅

子
（
15
セ
ッ
ト
）
の
記
念
品
目
録
を
贈
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
式
典
で
、

寄
贈
し
た
「
シ
ロ
フ
ォ
ン
」
の
お
披
露
目

の
後
、
吹
奏
楽
班
の
演
奏
が
あ
り
、「
校

歌
」
演
奏
で
は
、
全
員
立
っ
て
合
唱
い
た

し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
で
は
、
昔
と
変
わ

ら
ぬ
恩
師
の
雄
弁
さ
に
も
頭
が
下
が
り
ま

し
た
。
祝
宴
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
旧
交
を
温
め
、
あ
っ
と
言
う
間

の
三
時
間
で
し
た
。
最
後
に
、
先
生
方
も

含
め
、
皆
で
輪
に
な
り
、
肩
を
組
み
な
が

ら
、
遙
か
記
憶
の
彼
方
の
「
学
生
歌
」
を

歌
い
、
50
年
前
に
戻
り
ま
し
た
。

 

（
事
務
局　

工
藤　

一
夫
）

介
を
行
い
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

二
次
会
は
、
役
員
及
び
宿
泊
者
を
主
に

二
十
数
名
が
幹
事
部
屋
に
集
い
懐
旧
の
盃

を
重
ね
、
深
更
ま
で
過
ぎ
越
し
方
を
語
り

合
っ
た
。
そ
し
て
、
更
に
、
行
事
は
続
き
、

翌
十
月
六
日
、「
佐
久
平
Ｃ
Ｃ
」
に
て
８

名
の
仲
間
が
参
加
し
て
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
記
念
祝
賀
行
事
の
様
子
は
、
十
二

月
初
旬
、
五
一
岳
南
会
冊
子
の
『
紫
雲
』

（
六
十
周
年
記
念
号
）
に
纏
め
て
、
全
国

の
現
存
会
員
百
八
十
五
名
（
当
初
二
百
五

十
四
名
）
に
郵
送
し
、
喜
ば
れ
た
。

　

五
一
岳
南
会
は
昭
和
49
年
の
野
球
班
甲

子
園
出
場
を
契
機
に
発
足
、
去
年
、
42
回

目
の
同
期
会
を
も
っ
た
。

　

こ
の
間
、
卒
業
30
周
年
行
事
（
昭
和
60

年
）
で
は
、
今
も
校
門
左
側
に
あ
る
「
校

名
入
り
記
念
石
碑
」（
裏
に
「
学
生
歌
」
を

彫
刻
）
を
贈
呈
し
た
。
卒
業
40
周
年
行
事

（
平
成
七
年
）
で
は
静
岡
は
沼
津
の
海
を

訪
ね
た
。
卒
業
50
周
年
行
事
（
平
成
十
七

年
）
で
は
会
友
一
人
一
人
が
自
ら
の
生
き

様
を
綴
る
『
紫
雲
』（
五
十
周
年
記
念
号
）

を
伝
え
て
き
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
。

先
輩
の
話
を
聞
い
た
生
徒
た
ち
の
反
応
も

良
く
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

「
支
部
だ
よ
り
の
発
行
」

　

随
時
発
行
、
会
員
全
員
に
配
布
。
岳
南

会
総
会
や
支
部
総
会
に
出
席
さ
れ
な
い
会

員
が
多
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
の
様

子
を
報
告
、
支
部
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
会
計

の
状
況
も
合
わ
せ
て
載
せ
て
い
る
。

　

最
新
号
で
は
、
岳
南
会
会
計
の
問
題
点

に
つ
い
て
記
載
し
た
。
母
校
が
平
成
二
十

七
年
度
よ
り
一
学
級
減
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
毎
年
会
員
に
依
頼
し
て
い
る
、
会
員

協
力
金
の
納
入
が
滞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
三
十
年
度
に
は
会
計
が
赤
字
化
の
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
支
部
会
員
に
は
ぜ
ひ
会

員
協
力
金
の
納
入
を
と
、
訴
え
た
。

 

（
中
込
支
部
長　

木
内
博
一
）

を
上
梓
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
十
年
間
、

年
六
回
、
偶
数
月
五
日
、
紫
雲
会
例
会
を

中
込
の
三
河
屋
で
開
き
交
歓
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
毎
年
、「
故
郷
の
山
を
登
ろ
う

会
」
を
実
施
、
飯
盛
山
・
御
座
山
・
茂
来

山
・
荒
船
山
・
高
峰
山
・
浅
間
山
・
八

子
ヶ
峰
・
蓼
科
山
・
本
白
根
山
・
千
曲
川

源
流
（
甲
武
信
ヶ
岳
）
と
神
秘
無
限
の
造

化
を
楽
し
ん
だ
。

　

平
成
21
年
か
ら
五
年
間
は
、
二
泊
三
日

の
「
研
修
バ
ス
旅
行
」
も
行
い
、
熊
野
古

道
・
京
都
と
保
津
狭
・
吉
野
・
平
泉
・
能

登
半
島
を
巡
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
九
月
に
は
佐
久
に
、
一

月
に
は
東
京
に
集
う
催
し
は
続
け
有
終
の

美
を
飾
る
予
定
で
あ
る
。

 

（
事
務
局　

高
見
澤
俊
雄
）
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昨
年
、
こ
の
紙
面
で
私
は
、
長

野
県
高
等
学
校
将
来
像
検
討
委
員

会
の
発
足
と
第
２
期
長
野
県
高
等

学
校
再
編
計
画
の
策
定
の
開
始
に

触
れ
、
地
域
と
の
連
携
を
緊
密
に

構
築
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
将
来
像
検

討
委
員
会
は
本
年
５
月
、
第
４
回

会
議
で
「『
中
間
ま
と
め
』
骨
子

（
案
）」
を
提
示
、
平
成
27
年
８
月

以
降
に
『
中
間
ま
と
め
』
発
表
し

て
県
民
か
ら
意
見
募
集
を
行
い
、

同
時
に
高
校
生
の
意
見
も
聞
い
て

検
討
の
参
考
に
す
る
旨
、
決
定
し

ま
し
た
。

　
『
中
間
ま
と
め
』
は
ま
だ
発
表

さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
を
吟
味
し

て
岳
南
会
委
員
会
と
し
て
意
見
を

ま
と
め
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
骨
子
（
案
）」
で
は
「
中
高
一
貫

校
は
、
…
…
志
願
倍
率
は
４
倍
を

超
え
て
お
り
、
期
待
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。」
と
し
、
さ
ら
に

「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
資
質
・

能
力
の
育
成
」
と
「
共
通
性
と
卓

越
性
・
個
性
伸
長
の
両
面
か
ら
の

教
育
の
質
の
保
証
」
を
「
提
言
」

の
項
目
で
述
べ
て
い
ま
す
。
去
る

10
月
18
日
、
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
高
校
生
の
意
見

交
換
（
熟
議
）
で
は
、
少
子
化
に

よ
る
地
方
や
学
校
の
消
滅
、
産
業

の
衰
退
へ
の
直
截
な
懸
念
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
世
界
を
捉
え
、
課
題
を

解
決
し
て
い
く
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
の
涵
養
が
喫
緊
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
ち
ま
せ

ん
。
併
設
型
公
立
中
高
一
貫
教
育

は
、
高
校
生
を
も
覆
う
時
代
閉
塞

の
状
況
に
風
穴
を
穿
つ
、
未
来
の

創
造
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。『
中

間
ま
と
め
』
が
発
表
さ
れ
た
折
に

は
、
岳
南
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
思
い
を
表
明
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
委
員
会
は
今
年
４
回

の
会
議
を
開
催
し
て
、
主
に
冒
頭

に
挙
げ
た
地
域
と
の
連
携
の
方
策

を
練
る
と
と
も
に
、
４
月
に
は
浅

科
、
望
月
地
区
の
教
育
関
係
者
と

の
懇
談
、
５
月
に
は
諏
訪
清
陵
高

校
附
属
中
学
校
の
視
察
研
修
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後
者
で

は
特
に
、
課
外
活
動
に
お
け
る
中

高
生
の
豊
か
な
交
流
、
伸
び
や
か

な
授
業
の
空
気
、
同
窓
会
の
寄
せ

る
期
待
な
ど
、
多
く
の
良
さ
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な

お
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
譲
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
い
よ
い
よ
実
践

的
な
活
動
に
力
点
を
移
し
な
が
ら
、

母
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

教
育
改
革
に
向
け
た
母
校
の
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
長

 

篠
原　

秀
郷　

65
回
）

岳
南
会
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会

経
過
報
告

平成26.12.1～27.11.30
平成27年 岳南会会計決算書

平成27年 会務報告(総会1月5日以降､事務局把握分)

紙面の都合で、平成 28 年岳南会会計予算案は割愛させていただきました。

収入総額 8,869,519円　支出総額 6,577,266円　差引残高 2,292,253円

１月５日㈪　第１回三役会・第１回代議員会
　　　　　　 平成27年岳南会総会・佐久グランドホテル・参

加者約170名・記念講演　井出千束（56回）京都
大学名誉教授　

　　　　　　演題　「再生医療の目指すもの」
　　10日㈪　油井亀美也宇宙飛行士《宇宙出発激励壮行会》
　　　　　　川上村文化センター　会長激励
　　14日㈬　長野支部総会開催・出席者57名
　　　　　　会長・事務局出席
　　24日㈯　中込支部総会開催・出席者25名　事務局出席
２月14日㈯　東支部総会・出席者16名　事務局出席
３月３日㈫　 野沢北高校卒業式が挙行され会長・副会長３

名が出席
　　７日㈯　中込中央区支部総会開催・出席者17名
　　　　　　会長・事務局出席
　　15日㈯　臼田支部総会開催・出席者27名
　　　　　　会長・事務局出席
　　23日㈪　野沢北高教職員送別会。会長・副会長３名が出席
　　29日㈯　臼田支部総会開催・出席者28名
　　　　　　校長・副会長出席
　　　　　　小海支部総会開催・出席者17名・会長・教頭出席　
４月３日㈮　野沢北高入学式・会長・副会長３名が出席
　　４日㈯　八千穂支部総会開催・出席者16名・会長出席　
　　16日㈬　 野沢北高教職員歓迎会開催・会長・副会長３名

出席

　　25日㈯　佐久町支部総会開催・出席者24名・会長出席

５月９日㈯　関西岳南会開催（岳南会・鈴蘭会共同開催）
　　　　　　大阪弥生会館・出席者25名　会長出席
　　21日㈬　第２回三役会・学校所有林視察
　　30日㈯　 第29回中高一貫教育研究会開催・諏訪清陵高

付属中視察
６月６日㈯　 東京岳南会開催・アリス・アクア・ガーデンで

実施・会長、校長、
　　　　　　卒業学年出席・会員120名出席
　　７日㈰　 第14回戦没者慰霊追悼式・会長・３名の副会

長・校長参列
　　13日㈯　 小諸支部総会開催・出席者25名・会長・教頭・事

務局出席
　　20日㈰　岸野支部総会開催・参加者20名・事務局出席
　　25日㈮　前山支部総会開催・参加者18名・事務局出席
７月５日㈰　桜井支部総会開催・出席者25名・事務局出席
　　25日㈯　第30回中高一貫教育研究会開催
８月11日㈫～16日㈰　岳澄展　野沢会館
　　　　　　岳南会員40名及び在校生出品・参観者約400名
　　18日㈫　臨時三役会
　　29日㈯　第２回代議員会
９月５日㈯　御代田支部総会開催・参加者10名・事務局出席
10月５日㈪　 51回卒「卒業60周年記念同窓会」ホテル一萬里、

会長、校長出席
　　26日㈪　 同窓会購入マイクロバスの「交通安全祈願祭」

を新海三社神社にて執り行う。会長、副会長、
校長、事務長、事務局出席。

11月３日㈫　内山支部総会開催・参加者10名・事務局出席

　　７日㈯　 61回卒「卒業50周年記念同窓会」ホテル一萬里、
校長出席　

　　14日㈯　 81回卒「卒業30周年記念同窓会」佐久グランド
ホテル、会長、校長出席

　　28日㈯　野沢支部代表者会・同窓職員出席
　　　　　　大沢支部準備会・事務局出席
12月１日㈫　学南会会計監査実施
　　14日㈪　学南会ニュース26号発送
　　18日㈮　第３回三役会
　　　　　　 荻原邦夫氏（岳南56回・野沢・関西岳南会）
　　　　　　５月　100万円寄贈。
　　　　　　（母校へ50万、岳南会へ50万）

平成28年 今後の会務計画（案） 
１．平成28年　岳南会総会
　　平成28年１月５日㈫・佐久グランドホテル
２．各支部総会（各支部予定による）
３．代議委員会（１月５日・８月27日）
４．役員会（３回・・・６月、８月、12月）
５．岳南ニュース第27号発行、協力金依頼（12月）
６．会計監査（12月初旬）

【収入の部】 単位：円
項　　目 収 入 済 額 備　　　　考

入 会 金 1,200,000 6,000円×200人（平成27年4月入学生）
卒業生終身会費 1,190,000 5,000円×238人（平成27年3月卒業生）
総 会 会 費 535,000 5,000円×１07人
代議員会等会費 8,000 三役会（2,000円×4人）
岳南会館維持管理費 500,000 2,500円×200人(平成27年4月入学生）
進路指導支援費 500,000 2,500円×200人(平成27年4月入学生）　
岳南会活動協力金 1,821,040 1,550人振込手数料（178,960円）井出千束氏（100,000円）
繰 越 金 3,114,921
雑 収 入 558 預金利子
合　　計 8,869,519

平成27年12月1日
会計監査　仁科英太郎　㊞
　　　　　篠澤　一平　㊞
　　　　　白井　正幸　㊞

【支出の部】 単位：円
項　　目 支出済額 備　　　　考

会 報 発 行 費 1,612,298 会報印刷費、封筒印刷費、振込用紙印刷費、郵送料等
総 会 費 943,240 会場費、講師謝礼、懇親会費等
会 議 費 178,324 役員会、代議員会、会計監査等
支 部 会 議 費 358,240 祝儀、旅費等
中高一貫教育研究会費 109,244 会議、視察等
慶 弔 費 425,386 祝儀、餞別、香典、弔電、卒業証書筒、新入生校章バッジ等
財 産 管 理 費 241,404 固定資産税、山林管理費等
クラブ等後援費 430,808 全国大会補助、垂れ幕、広告料等
進路指導支援費 700,000
岳南塾補助費 500,000
岳南会館維持管理費 676,465 会館電気料、会館電話料、会館消耗品費、会館修理費等
事 務 費 230,603 事務用品、葉書、封筒、賃金、切手等
予 備 費 171,254 油井亀美也宇宙飛行士　壮行会花束・祝垂幕代等

合計 6,577,266
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クラブ活動報告
（主な結果のみ）

運 動 班

文 化 班

母校近況

●野球
　春季大会
　　本校5-15松本第一（5C）
　選手権大会　　ベスト8
　　本校18－0蘇南（5C）
　　本校6－4伊那弥生
　　本校9－0長野俊英（7C）
　　本校4－0長野東
　　本校3－10上田西（7C）

●陸上
（男子）
　菅原憲二　3000mSC　7位
　　　　　　1500m、5000m出場
　武藤雅哉　400H　準決
　土屋　巧　走幅跳、三段跳出場
　中川　輝　走高跳出場
　坂根遼汰郎　110H　6位　
　　　　　　　400H準決　1600R出場
　三浦・林・武藤・小林1600R出場
（女子）
　金田華実　100m 1位　200m 1位
　関沙紀穂　100m出場
　土屋なつみ　400m、200m出場
　小林茉菜実　走高跳、やり投出場
　酒井菜月　200m準決400m2位
　　　　　　400H　3位
　住友佐耶佳　400H　8位
　　　　　　　7種、走幅跳出場
　佐藤真由　　400m、800m出場
　関・金田・土屋・酒井400R　2位
　酒井・土屋・住友・金田1600R　2位
＜北信越高校総体＞
　坂根遼汰郎　110H　出場
　金田華実　100m4位　200m2位
　関・金田・土屋な・酒井　400R8位
＜全国高校総体＞
　金田華実　100m、200m出場　

●水泳
（男子）
　小林春輝　100m平泳ぎ　8位
（女子）
　小林葵衣　200m個人メドレー　4位
　　　　　　400m個人メドレー　3位
＜北信越高校総体＞
　小林春輝　100m平泳ぎ出場
　小林葵衣　200m個人メドレー　7位
　　　　　　400m個人メドレー　3位
＜全国高校総体＞
　小林葵衣　400m個人メドレー出場

●ソフトテニス
　男子団体　1回戦　本校1－2長野
　男子個人　岩下・浅沼　ベスト16
　女子団体　ベスト16
　　　1回戦　本校3－0長野清泉
　　　2回戦　本校1－2東海大三
　女子個人　岡島・中村　ベスト32
　　　　　　小林・安藤　3位
＜北信越高校総体＞
　男子個人　岩下・浅沼　2回戦進出
　女子個人　小林・安藤　3回戦進出
＜全国高校総体＞
　女子個人　小林・安藤　2回戦進出

●テニス
　女子個人シングルス
　　牧野優里香　出場

●バレーボール
（男子）　本校1－2長野吉田
（女子）　本校0－2松商学園

●バスケットボール
（男子）　ベスト8
　　　　本校125－55木曽青峰
　　　　本校96－85長野吉田
　　　　本校69－70松商学園
（女子）　ベスト16
　　　　本校80－75飯田
　　　　本校52－66学園長野

●ハンドボール
（男子）　ベスト8
　　　　本校25－19木曽青峰
　　　　本校27－36諏訪清陵
（女子）　3位
　　　　本校27－19松本蟻ヶ崎
　　　　本校19－22上田
　　　　本校25－13屋代

●バドミントン
　男子団体　1回戦本校1－3大町北
　男子シングルス　山岸漱大郎出場

●サッカー　
　本校0－6市立長野
●剣道
　男子団体　出場
　女子団体　出場
●山岳
　男子団体
　　　平川・中嶋・陳・渡辺　10位
●卓球
　男子団体　1回戦　本校0－3屋代
　男子ダブルス
　　西村・依田　2回戦進出
　　土屋・佐藤　2回戦進出
　男子シングルス
　　佐藤宏保　ベスト16

　女子団体　
　　1回戦　本校3－1伊那弥生
　　2回戦　本校0－3長野商業
　女子ダブルス
　　依田・新津　2回戦進出
　　小林・佐々木　2回戦進出
　女子シングルス
　　新津雅美　出場
　　依田みちる　出場

●新体操
　北原葵　　総合11位
　　　ボール17位　クラブ10位

●軽音楽
　東北信大会
　中野・丸山・甘利　審査員賞
　赤尾・平林・高橋　奨励賞
　蟹澤・小林・神津・佐藤　推薦バンド
　県大会　中野・丸山・甘利　奨励賞

●英語
　 長野県英語プレゼンテーションコンテスト、
長野県英語レシテーションコンテスト　出場

●音楽
　NHKコンクール　銅賞

●棋道
　男子団体　2勝1敗
　男子個人　工藤、佐藤、市川、成澤、　　　
　　　羽毛田　出場
　女子団体　3位
　女子個人　竹花和　優勝
　　　　　　櫻井真実　3位
　　　　　　田中、森、山崎、伊藤出場
＜全国大会＞
　女子個人　竹花和　出場

●吹奏楽
　東北信大会A編成　銀賞

●クイズ研究会
　高校生クイズ中部大会　出場

　昨年十月下旬、岳南会よりマイクロバス
を購入していただきました。新海神社にて
交通安全のお祓いをしてもらい、早速活用
させてもらっています。これからも生徒の
活躍を期待しています。

期　日　2016年5月21日（第三土曜日）
会　場　大阪 東急REIホテル
　　　　大阪市北区堂山町2番1号 
　　　　Tel　06-6315-0109
　　　　総　会　12時00分～
　　　　懇親会　13時00分～17時00分
　　　　《関西鈴蘭会と合同で開催します》
会　費　5，000円（を予定）
　　　　 （学生は優待・28年度卒業生は招待）
会　長　井出千束　56回（高12）S35年
副会長　三浦文夫　56回（高12）S35年
　　　　佐塚　浩　58回（高14）S37年
　　　　相馬　平　60回（高16）S39年
連絡先　関西岳南会事務局
　　　　中井良策　090-4515-0770
　　　　　E-mail
　　　　　roy2234nakai@ares．eonet．ne．jp

関西岳南会
平成28年度総会 ご案内

日　時　平成28年6月4日（土）予定
　　　　13時～　第一部　総会
　　　　14時～　第二部　懇親会
会　場　「アリスアクアガーデン銀座」
　　　　東京都中央区京橋3―7―1
　　　　相互館110タワーB1F
　　　　（銀座線京橋駅2番出口直結）
　　　　Tel 03―3567―8886
会　費　6,000円
　　　　（学生は2,000円、新会員は招待）
当番幹事
　　　77回（S56年卒） 78回（S57年卒）
　　　87回（H3年卒）　88回（H4年卒）
　　　97回（H13年卒） 98回（H14年卒）
連絡先　東京岳南会副幹事長
　　　　依田賢治　74回（S53年卒）
　　　　Tel/Fax：048-463-8584

東京岳南会
第55回総会 ご案内
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平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
大

学
等
合
格
者
数
は
表
の
通
り
で
す
。

　

新
課
程
初
年
度
と
な
り
、
理
科
の

実
施
科
目
・
方
式
が
大
き
く
変
化
し

た
た
め
、
既
卒
生
の
志
願
者
が
全
国

的
に
減
少
し
ま
し
た
。
全
体
の
平
均

点
は
上
昇
し
ま
し
た
が
、
数
学
Ⅱ
Ｂ
、

化
学
、
地
理
Ｂ
が
下
が
り
、
点
数
の

伸
び
な
か
っ
た
理
系
に
と
っ
て
は
苦

し
い
受
験
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的

に
も
本
校
で
も
「
現
役
で
国
公
立
」

と
い
う
流
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
理
科
の
負
担
増
と
就
職
状
況

改
善
か
ら
、「
文
理
均
衡
」
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
本
校
生
は
安
易
に

妥
協
せ
ず
初
心
を
貫
く
者
が
多
く
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
受
験
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◎
卒
業
生
の
概
況

　

現
役
生
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は

八
四
で
、
卒
業
生
数
に
対
す
る
割
合

は
三
五
．
三
％
と
な
り
ま
し
た
。
医

学
科
に
信
州
二
名
、
鳥
取
一
名
が
合

格
し
た
ほ
か
、
旧
帝
大
合
格
者
が
五

名
と
健
闘
し
ま
し
た
。
既
卒
生
で
は

医
学
科
（
東
京
医
科
歯
科
・
新
潟
・

信
州
）・
東
北
等
に
合
格
し
ま
し
た

が
、
三
年
続
い
た
東
大
合
格
者
を
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

進
路
先
は
医
療
系
（
医
・
薬
・
保

健
）
と
人
文
系
が
全
進
学
者
の
十

七
％
を
超
え
、
工
学
系
が
十
五
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
進
学
者

の
多
か
っ
た
分
野
と
し
て
は
経
済
・

経
営
系
、
教
員
養
成
系
学
部
が
あ
げ

進
路
指
導
室
か
ら

大学等合格状況 （2015.5.1 現在）
卒業生数 国公立大学 準大学 私立大学 外国大学 大 学 計 公立短大 私立短大 短大計 各種／専修 総   計 
233 現 84 0 287 0 371 5 4 9 9 389

浪 35 0 131 0 166 3 1 4 0 170
計 119 0 418 0 537 8 5 13 9 559

ら
れ
ま
す
。

◎
同
窓
会
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

卒
業
後
の
進
路
を
考
え
る
、
働
く

と
は
何
か
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
関
し
て
は
、
同
窓
会
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
信
州

大
）
と
伝
統
の
あ
る
推
援
会
で
は
大

学
生
を
、
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
等
の
企

画
な
ど
で
は
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
皆
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き

い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
と

編

集

後

記

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
岳
南

会
ニ
ュ
ー
ス
26
号
」
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
方
面
か

ら
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

紙
面
の
随
所
に
協
力
金
の
納
入
に

つ
い
て
載
っ
て
い
ま
す
が
、
岳
南
会

の
会
計
は
、
新
入
生
の
入
会
金
と
卒

業
生
の
終
身
会
費
及
び
会
員
の
協
力

金
が
主
な
収
入
源
で
す
。
入
学
生
が

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
や
り
く
り

が
大
変
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ご
協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
正
月
の
う
ち
に
振
込
用
紙
を

持
っ
て
郵
便
局
に
出
向
い
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
皆
様
が
健
や
か
に
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

の
こ
う
し
た
繋
が
り
が
生
徒
に
と
っ

て
、
大
変
よ
い
刺
激
や
参
考
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
、
母
校
へ
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
援
助
に
感
謝
い
た

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

進
路
指
導
係　

横
川　

明 
大 月 短 大 2
長 野 県 短 3 1 4
私 立 大 学 合 格 者 数　50音順
大 学 名 現 過 計
愛 知 学 泉 2 2
杏 林 4 6 10
学 習 院 1 1 2
鎌 倉 女 子 1 1
関 西 2 2
関 東 学 院 3 3
共 立 女 子 2 2
桐 蔭 横 浜 1 1 2
桐 生 1 1
金 沢 工 業 1 1
駒 沢 女 子 1 1
駒 澤 11 7 18
群 馬 パ ー ス 3 1 4
慶 應 義 塾 5 1 6
工 学 院 1 1
皇 學 館 1 1
高 崎 健 康 福 祉 2 2
国 際 医 療 福 祉 3 3 6
国 士 舘 4 4
佐 久 3 3
埼 玉 医 科 2 2
山 梨 英 和 1 1
山 梨 学 院 2 2
至 学 館 1 1
自 治 医 科 1 1
実 践 女 子 1 1
芝 浦 工 業 1 2 3
淑 徳 2 2
駿 河 台 1 1
順 天 堂 1 1 2
女 子 栄 養 1 1
女 子 美 術 1 1
昭 和 女 子 2 2
昭 和 薬 科 1 1
上 智 1 1
城 西 2 2
常 磐 1 1
新 潟 医 療 福 祉 7 7
神 奈 川 11 2 13
神 奈 川 工 科 6 2 8
人 間 総 合 科 学 1 1
成 城 1 1
成 蹊 1 1 2
星 薬 科 1 1
清 泉 女 学 院 1 1
聖 学 院 2 2
聖 心 女 子 1 1
聖 徳 1 1
青 山 学 院 3 3 6
跡 見 学 園 女 子 1 1
千 葉 工 業 1 1
専 修 9 5 14
川 崎 医 療 福 祉 1 1
早 稲 田 5 4 9
相 模 女 子 1 1
大 妻 女 子 2 2
大 東 文 化 11 11
拓 殖 1 1 2
中 央 8 7 15
中 部 1 1 2

国 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
北 見 工 業 1 1
北 海 道 1 1
岩 手 1 1
東 北 1 1 2
秋 田 1 1
山 形 1 1
福 島 1 1
茨 城 2 1 3
筑 波 2 1 3
宇 都 宮 1 1
群 馬 3 2 5
埼 玉 2 1 3
千 葉 2 3 5
東 京 医 科 歯 科 1 1
東 京 外 国 語 1 1
東 京 海 洋 1 1
東 京 学 芸 2 2
上 越 教 育 2 2
長 岡 技 術 科 学 1 1
新 潟 5 1 6
富 山 5 4 9
金 沢 1 1 2
山 梨 1 1
静 岡 4 4
名 古 屋 1 1
豊 橋 技 術 科 学 1 1
滋 賀 1 1
京 都 1 1
大 阪 1 1
神 戸 1 1
鳥 取 1 1
宮 崎 1 1
信 州 20 7 27

（人文） 2 2 4
（教育） 6 1 7
（経済） 2 1 3
（理） 2 2
（医） 4 2 6
（工） 3 1 4
（農） 1 1

公立大学／準大学合格者数
大 学 名 現 過 計
秋 田 公 立 美 術 1 1
会 津 1 1
高 崎 経 済 2 2 4
前 橋 工 科 1 1
埼 玉 県 立 1 1
首 都 大 学 東 京 2 2
横 浜 市 立 1 1
新 潟 県 立 看 護 1 2 3
石 川 県 立 1 1
福 井 県 立 2 2
山 梨 県 立 1 1 2
都 留 文 科 1 1
長 野 県 看 護 1 1 2
静 岡 県 立 1 1
名 古 屋 市 立 1 1
兵 庫 県 立 1 1
新 見 公 立 1 1
公 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
川崎市立看護短 1 1
山形県立米沢女子短 1 1

長 野 1 1
帝 京 4 3 7
帝 京 科 学 1 1
天 理 1 1
東 海 7 4 11
東 京 医 療 保 健 1 1
東 京 家 政 1 1
東 京 経 済 1 1
東 京 工 科 3 2 5
東 京 女 子 1 1
東 京 女 子 1 1
東 京 聖 栄 1 1
東 京 電 機 2 2 4
東 京 都 市 1 1
東 京 農 業 6 6
東 京 福 祉 1 1
東 京 理 科 2 3 5
東 都 医 療 1 1
東 邦 1 3 4
東 洋 14 8 22
藤 田 保 健 衛 生 1 1
同 志 社 2 1 3
二 松 學 舍 1 1
日 本 14 5 19
日 本 医 療 科 学 1 1 2
日 本 女 子 体 育 1 1
日 本 体 育 1 1
日 本 薬 科 1 1
白 鴎 1 1
白 百 合 女 子 2 2
武 蔵 野 1 1
武 蔵 野 美 術 3 3
文 京 学 院 1 1 2
文 教 6 4 10
法 政 6 9 15
北 里 6 3 9
北 陸 1 1
麻 布 3 3
明 治 7 10 17
明 治 学 院 5 2 7
明 治 薬 科 1 1
明 星 1 1
目 白 1 1
立 教 11 2 13
立 正 2 2
立 命 館 5 2 7
流 通 経 済 2 2
龍 谷 1 1
佛 教 1 1
國 學 院 3 3 6
獨 協 2 2
つ く ば 国 際 1 1 2
フェリス女学院 3 3
私立短大合格者数
大 　 学 　 名 現 過 計
群馬医療福祉大短 1 1
日本歯科大新潟短 1 1
青山学院女子短 2 2
上 田 女 子 短 2 2
帝 京 大 短 大 1 1
専修学校/各種学校合格者数
大 学 名 現 過 計
医 療 系 3 3
そ の 他 6 6


